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　 EffectS　of 　butter　and 　margarine 　on 　the 　lipid　levels　of　plasma 　and 　liver　were 　 examined 　in　 ratS

fed　a 　25％ casein 　diet　changing 　 the 　ratios 　of 　butter　to 　margarine ，　or 　using 　margarine 　 of 　different

contcnt 　oflinoleic 　acid ．

　In　cholcst ¢ rol −frcc　diet
，
　no 　difference　in　levels　of 　plasma 　cholesteroi 　was 　noted 　between 　different

ratios 　of 　butter　and 　margarine
，
　and 　among 　diHfercnt　types 　of 　margarine ．　 However 　a　decrease

in　butter／margarine 　ratio 　led　to　supPression 　of 　an 　increase　in　levels　of 　plasma　cholesteroL 　in　cases

of　cholesterol 　diet．　 The 　level　of 　plasma 　cholesterol 　was 　lower　in　rats 　fed　different　types 　of　mar ・

garines　diet　than 　in　the　animals 　fed　butter　diet．　 Regardless　of 　the 　addition 　of 　Cholesterol　to　diet
，

the　concentration 　of 　liver　triglycerides　 was 　increased　by　the 　lowering　of 　b山 tertmargarine 　ratio
，

and 　it　was 　signi 丘candy 　higher　in　 rats 長：d　different　types 　of 　margarine 　than 　in　those 　fbd　butter．

　 The 　results 　suggest 　that　the　suppression 　of　increase三n 　the　levels　of 　plasma 　 cholesterol 　by　 mar ・

gar三ne 　was 　observed 　in　on 資y 　dict　containing 　cholestcro 王
，
　and 　then 　thc 　increase　i111iver　triglycerides

content 　had 　no 　re ！ationwith 　the 　addition 　of 　cholesterol 　to　diet．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Received　August 且0，1992）
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　1． 緒　　言

　 日本人の 食生活は 米 の 摂取量が 減少 し ， 摂取 エ ネ ル ギ

ー
の 中 で 脂 肪 に 依存す るエ ネ ル ギーが 増加 し て い る こ と

か ら
D2 ，

， 摂取脂肪 の 量 と 質 （多価不飽和脂肪酸 と 飽和

脂肪酸 ，
n・3 多価不飽和脂肪酸 と n・6 多価 不 飽和脂肪酸

などの 比）が健康との 関連性 で 関心 が高い
s）−5）．特に ，

動脈硬化性疾患 の リス ク フ
ァ

ク タ
ー

の
一つ で ある血漿 コ

レ ス テ ロ ール 濃度と摂取脂肪 に つ い て の 関心度 は 大 で あ

る．一
般 に 飽和脂肪酸 の 多 い 動物性脂肪摂取 に 比ぺ

， 多

価不飽和脂肪酸 の 多 い 植物性脂肪摂取で 血 漿 コ レ ス テ

ロ ール 濃度の 上昇が抑制され る こ とが 良 く知 られ て い

る 6⊃T ）．した が っ て ，高 コ レ ス テ P 一
ル 血 症 の 予防 や 治

療 な どの 点か ら，飽和脂肪酸 の 多 い バ タ ーに 代わ っ て リ

ノ
ール 酸 の 多 い マ ー

ガ リン の 消費量が 著 しく大きい ．

　著者 は，ラ ッ ト に とっ て 適正 な 25 ％ の 卵 ア ル ブ ミ ソ

や カ ゼ イ ソ を タ ソ パ ク 質源 と した 飼料条件で ，
バ タ

ー
摂

取 に 比ぺ V 一
ガ リソ 摂取 に よ り， 血漿 コ レ ス テ ロ

ー
ル 濃

度 の 上昇 は抑制す るが，肝臓 に ト リ グ リ セ リ ドの 蓄積 を

引 ぎ起 こす こ とを示唆す る報告を した　
S）．そ こ で ， 本 研

究 は 市販 の バ タ ーとマ ーガ リソ の 肝臓 と血漿脂質へ の 影

響 の 違 い を 明 らか に す るた め，バ タ ーとマ
ー

ガ リV の 混

合比率 の 異な る油脂 と リ ノ
ー

ル 酸含量 の 異なる 市販 マ
ー

ガ リ ソ の 油脂を脂肪源 と し て 検討 し た．
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Table　l．　Composition 　of 　basal　diet（％｝

Ingredients

CaseiRFat

　source

Mineral　mixturea 》

Ge置1ulose

Vitamin 　mixtureb》

α
一Com 　starch

50421821

　

　

　

　

5
a 】

　Minerals　in 工OO　g　of 　mir 【ture ： CaHPO4 ・2H2014 ．56
g，KH2PO425 ．72　g，　NaH2PO49 ．35　g，

　Na α 4．66
，
　Ca −

Lactate　 35．09　g，　Fe−Citrate　3．18g
，
　 MgSO47 ．17g

，

ZnCO30 ．11g
，　MnSO ‘

・4−5HaO 　O」2　g，
　CuSO4 ・5HtO

O．03g
，　KI 　O．Ol　g ．　b）Vitamins　in　lOO　g　of 　mixture ：A −

Acetate　50，0001U ，　D310 ，0001U ，　E−Acetate　500　mg ，
K3520mg ，　BrHC1120 　mg ，　B2400　mg

，
　B6−HCI 　80mg

，

B120．05　mg ，
〔】 3，000　mg ，　D −Biotin　2　mg ，　Fo1三c　acid

20mg
，　Ca −Pantothenate　500　mg ，　p−Arninobcnzoic　acid

500mg
，　 N 三cotinic 　 acid 　600　mg ，　 Inositol　 600　mg

，

Choline　chloride 　20，000　mg ．

　 2．　 実験方法

　 （1）実験動物な らび に 飼料組成

　実験動物は 4 週齢 の Donryu 系雄 ラ ッ トを用 い ， 体重

約 100g まで 日本 ク レ ア   の 飼育用固形飼料 （CE −2）で

飼育後 ， 1群 5頭 と した．試験飼料 に よ る 飼 育 は，12

時間交替の 明暗サ イ ク ル 下 （7時 に 点灯 ， 19時に 消灯）

の 温度 22〜 23℃ ， 湿度 50〜60％ の 恒温恒湿 の部屋で 水

と飼料を 自由に 摂取 させ て 行 っ た．実験 に 用 い た パ タ
ー

と マ ー
ガ リ ン （A ，B ，　 C の 3 種） は 市 販 品で ， 脂肪含

量 は 81％ であり， その 脂肪酸組成は HCI メ タ ノ
ー

ル で

メ チ ル 化 した後，パ タ
ー

は Unisole−300 の カ ラ ム を用 い

カ ラ ム 温 度 120〜215℃ の 昇温 ，
マ ー

ガ リ ソ は Silicon
GS −275，15　％ UnipDrt　CS の 6mx3mm の カ ラ ム を

用 い カ ラ ム 温度 210℃ で それ ぞれ 分析 し た．

　基本飼料は 25％の カ ゼ イ ン に 10％ 試験油脂 ， 4 ％塩

混合 （ナ リ エ ソ タ ル 配合），2 ％ セ ル ロ
ース 末 ， 1 ％ ビ

タ ミ ン 混合 （オ リ エ ン タ ル 配合），
58 ％ α 一コ ーン デ ン プ

ン を加え 100％ に 調製 した （Table　1），実験 1 は 油脂源
に パ タ ー （B ） とマ

ー
ガ リ ン A （MA ）の 混合比 率 10 ： 0 ，

8 ： 2 ， 5 ： 5，0 ： 10 と した 10B 群 ，
8B 十2MA 群 ，

5B

十 5MA 群，10MA 群 ． 実験 2 は実験 1の 各群 に O．5 ％

の コ レ ス テ ロ
ール （Cho り と 0．25 ％ の コ ール 酸 ナ ト リ

ゥ ム （Cholate）を添加 した 各群 ， 実験 3 は油脂源 に 10

％ の パ タ
ー

（B ），マ ー
ガ リ ン A （実験 置と 同 じ MA ），

マ
ー

ガ リ ン B （MB ），マ
ー

ガ リ ン C （MC ）を加 えた 10
B 群・10MA 群 ， 10MB 群，10　MC 群，実験 4 は 実験
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　3 の 各群に 0．5 ％の Chol と 0，25 ％ の Cholateを加え

た 各群 をそれぞれ設 け た．なお Chol と Cholateの 添加

分 は a ・・コ ーソ デ ソ プ ン で 調整 した．実験 1，2 ，3 は 3
週間，実 験 4 は 4 週間飼育した．

　 （2）分析方法

　 飼育試験後，解剖当 日の 午前 6 時 に 摂食を中止 させ
，

午後 1時 よ り 1時間以 内に エ ーテ ル 麻酔下で解剖 した．

採血 はヘパ リソ 塗布小型試験管に 頸動脈よ り行 い ， 遠心

分離 （［S，　OOO　rpm ．10　min ．）に よ り血 漿を分離 し直 ち に．

分析した．肝臓 は摘出後 ，

一
定量秤量 し ， 分析まで 凍結

保存 し た．血漿 ト リ グ リ セ リ ド （血 漿 TG ）は Fletcher

法
9），血漿総 コ レ ス テ ロ

ー
ル （血漿 Cho1）は 血漿 よ り＝ ・

チ ル ア ル コ ー
ル と エ チ ル エ ーテ ル の 混液 （3 ： D で 抽出

し，Zak 法10冫
で 測定 した ，血 漿 High 　density　lipopro・・

tein．Cholesterol （HDL ・Chol ）は 和光 純薬  の HDL ・・

Cholesterol　test　Wako （ヘ パ リ ン ーマ ソ ガ ソ 結合沈殿法）

を 用 い て 測 定 し た．肝臓脂質は 生肝 よ りFolch の 方法
11，

で抽出 し ， 溶媒を除去し，総脂質は エ チ ル エ ーテ ル に 再

溶解 して ，TG は Fletcher 法
9）

，
　 Cho1 は Zak　talo〕で

それぞれ 測 定 した．実験結果の 有意差 の 検定 は
一

次項分

散分析に よ っ た．

　 3．　実験結果

　 （1）実験 に 用 い た パ タ ーと マ ー
ガ リ ン の 脂肪酸組成

　 実験 に．用 い た パ タ ーとマ ーガ リン の 脂肪酸組成を分析

し ，
Table　2 に 示 した．マ

ー
ガ リ ソ に 比べ て パ タ

ー
は 低

級脂肪酸， ミ リス チ ソ 酸，パ ル ミ チ ン 酸などの 飽和脂肪

酸が多く，リノ
ー

ル 酸 は パ タ ー，マ ー
ガ リ ン A ，マ ーガ

リ ソ B ，マ ー
ガ リ ン C で それ ぞれ 2．0％ ， 21．9 ％，35．6

％ ， 64．3 ％ で あ っ た．ま た，Cle、1 の ト ラ ン ス 酸は マ
ー

ガ リ ン A で 7．6 ％，マ ーガ リン B は 15．7 ％ そ れ ぞ れ 検

出 され た が，マ ーガ リン C で は検 出され なか っ た．バ タ

ー
・

マ
ー

ガ リン A ・マ ー
ガ リ ン B ．マ ー

ガ リ ン C の 多価

不飽和脂肪酸 （P ）／飽和脂肪酸 （S）比 は それ ぞれ 0．03，
1．18， 2，53 ， 2，92 であっ た ．

　（2） ラ ッ トの 肝臓脂質 に お よ ぼす飼料中 の パ タ
ーとマ

　　　
ーガ リ ン の 配合比 率の 影響 （実験 1， 2）

　飼料中の バ タ ーとマ
ーガ リソ の 配合比率の 異な る 飼料

摂取 に よ る体重増加量 ， 飼料摂取量 ， 肝臓重量 ， 血 漿と

肝臓 の 脂質を Table　3，4 に 示 した，

　Chol 非添加飼料 の 場合 ， 10　B 群 に 比 べ 10MA 群の

体重増加量 ， 肝臓 の TG 含量 （mg ／tissuc　l　g，
　 mg ／tiv¢ r）

は 有意に 高値 を示 した が ， 飼料摂取量，肝臓重量 ， 血漿

の TG ，　 Cho1，
　 HDL −Chol 濃度な どに は 差 が なか っ た ，
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　　　　Table　2．　 Fatty　acid 　composition 　of 　butter　and 　margarine （％）

Fatty　acids Butter Margarine　A Margar三ne 　B Margarlne　C

C4C6C8CloClo

：1C12C

ユ4CL4

；1C15C16C15

：1C17C18Cls

，1 （trans）
C18：1Cls

；2Cls

：2 （‘蠧
一trans）

C18
、2 ＠傭 一trans）

Cls
，3C20PIS

　ratio

3，92

．3L32

．80

．22
．910
，00

．　81

．124

．5

　1．30

，916

，5

28．52
．0

O．30
．　70
．03

Tr

16．8

5．47

．643

，921
．9TrTr4

．4

1．18

0，4

14．1

4．615
，728

．835

．　6

O．　8

2．53

0．40

，4

594凸

董

8．2

7．2

IL464

．3

1．7

2．　92

Tr ： trace
，　P ：polyrunsaturated　fatty　acid

，
　S ： saturated 　fatty　acid ．

Table 　3。　 Body 　wcight 　gain，
　fbod　intake　and ，

　Iiver　and 　plasma　lipids　in　rats 　fed　a 　25％ casein 　d三ct （Exp ，1）

Diets＊

10B 8B十 2MA 5B十5MA 10MA

Body 　weight 　g錘n （g13　weeks ）

Food 　intake（913　weeks ）
Plasma

　Triglyceride（mg ！dl）

　Cholesterol（mgid1 ）

　HDL −Cholesterol（mgld1 ）
Liver

　Weight（glbody　weight 　IOO　g）

　　　　　　　　　（mg19 ）
　Triglyceride
　　　　　　　　　（mg ！liver）

　　　　　　　　　（mg19 ）
　 （洫 olestero1

　　　　　　　　　（mglliver ）

136± 7b390

± 14

88 ± 6ab81

± 4z52
± 2

4．8± 0．7

22．4±0．1己

267±3gc

3．2± 0．1c
　 38 ±4b

140± 5b405

±8

83 ± 6b70

±8b52
± 4

4，6 ±0．7

36．1± 5．7b

429±86b
3．8±0．4c

　 45 ± 6b

133± 9b392
± U

94 ± 4a71

±6b56

± 4

4．5 ± 0，3

43．6± 10．7b

496±73b

4．5± 0．4ab

　 51 ± 9 且

155± 4a400

± 4

91 ± 4ab85

± 12a52

± 3

4．9± 1．1

55．7±5．9墜

717± 77a
5．0± 0，5a

　 63 ± 5 固

＊　10B ； 10％ Butter
， 8B十2MA ： 8％ Butter十 2％ Margarine 　A ， 5B十 5MA ： 5％ Butter十5％ Margarine 　A

，
10MA ：

10％ Margarine ．　Values （mcan 　SE 　for　5　rats ）with 　different　alphabetical 　superscripts 　within 　a　line　are 　significantly

diffcrent（p〈0．05）．
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Table 　4．Body 　weight 　gain，　fbod　intake　and ，
1iver　and 　plasma　lipids　in　 rats 　fed　 a 　25％

casein　dict　containing 　cholesterol　and 　sod置um 　cholate （Exp ．2）

Dicts串

10B 8B 十 2MA 5B 十 5MA 10MA

Body　weight 　gain （g／3　weeks ）

Food　intake（9！3　weeks ）

Plasma

　Triglyceride（mg ！dl）

　（lholestero1（mgld1 ）

　HDL ・Cholesterol（mgld1 ）

Liver

　 Weight （g／body　weight 　100　g＞

　　　　　　　 （mgl9 ）
　Triglyceride
　　　　　　　 （mgtliver ）

　　　　　　　 （mgtg ）
　 Clholesterol
　　　　　　　 （mglliver ）

ll6± 5316

± 11

95± 8翫b

l70±9塾

59 ± 2巳

6，2±0．2

37．3± 4．2b

483 ± 75b

34，2± 2，4b

433± 41b

118± 5315

± 7

85±5b132
±6b49
士 5b

6，2±0，2

42．5± 4．7b

550 ±81b

39．1± 1．oa

499± 15tb

122±6325
±8

105±5a105

±4c58

± 3a

6．2 ±0．2

52．9 ± 7．8塗

789± 1coa

36．且± 1．gab
477 ±46 墨b

124± 6327
±8

93 ±6b97

± 6e52

±3b

6．3±0．1

68．里±0．1窺

915± 70 置

38．5± 1．3置

515 ± 32a

＊ See　footnote　in　Table　3．　 Values （mcan 　SE 　fbr　5　rats ）w 置th　different　alphabetical 　 8uperscripts 　Within　 a 　line　ar ¢

signi 丘cantly 　dif正brent （p＜0。05）．

Table　5． Body　weight 　gain，
　food　intake　and

，
　liver　and 　plasma 　lipids　in　rats　fed　a　25％ case血 diet（Exp ，3）

DietS＊

B MA MB MC

Body 　wcight 　gain （gl3　weeks ）

Food ・intake（913　weeks ）

Plasma

　Tr三glyceride（mg ／dl）

　Cholestcrol（mg ／dl）

　HDL −Cholestero1（mgtdl ）

1．ivcr

　Weight （gtbOdy 　weight 　100　g）

　　　　　　　 （mg ！9＞
　Triglyce  de
　　　　　　　 （mg ！1iver）

　　　　　　　 （mgl9 ）
　 Cholestcro1
　　　　　　　 （  ノliver）

150± 4397

± 8

139± ga67

±255
土 3題 b

4．8± 0，且b

19．1± 3．4d

234± 41c

2．5±0．36

　 31 ±5c

154± 7387

± 17

127± 4巳 b67

± 350
± 3b

5．0± 0．lb

54．4± 5．5a

704±gon

5．8± 0．3b

　 75± 6b

159± 3406

± 3

125± 17巳b

69 ± 457

± 5旦

5．2±0．2纔

45．0±6，3b

618±45馳

6．4± 0，2a

　 89 ± 4亀

157± 5397

± 7

116± 4b68

± 457

± 3t

4．8± 0，lb

30．0± Lgc

374± 21b

6．5±0．2i

　81±2ab

亭 B ： 10％ Butter，　MA ： 10％ Margarine 　A
，
　MB ： 10％ Margarine　B，　MC ： 10％ Margarine　C ．　 Values （mean ±SE

for　5　rats ）With　different　alphabetical 　superscripts 　within 　a 　line　are 　frignificantly 　different（p〈0．05）．

血漿 TG 濃度は 8B ＋ 2MA 群に 対 し 5B ＋ 5MA 群 ，

血漿 Cho1濃度は 10　B 群，10　MA 群 に 対 し 8B 十 2MA

群 ，
5B ＋ 5MA 群 で そ れ ぞれ差があ っ た．肝臓 の TG

含量 と Chol 含量 は 10　B 群 に 比 ぺ 8B ＋ 2　MA 群，
5B

十 5MA 群，10MA 群 の 順 に 増加 した．

　
一
方 Chol 添加飼料 の 場合 ， 体重増加量 ， 飼料摂取量 ，

肝臓重量 とも飼料中の バ タ
ーと マ ・一一ガ リソ の配合比率の

違 い に よ る 差 は なか っ た ．血 漿 Chol 濃度 は 飼料中の マ

26

一ガ リ ン
．
量 の 上昇に よ り低下 した が ， 血漿の TG 濃度と

HDL −Chol 濃度 は一定 の 傾向を示 さ な か っ た．

　（3） ラ ッ トの 肝臓脂質 に お よぼすパ タ ーと リ ノ
ー

ル 酸

　　　含量の 異な る V 一
ガ リ ン の 影響 （実験 3，4）

　パ ターと リノ ール 酸含量 の 異な る マ ーガ リン を含む飼

料摂取に，よ る 体重増加量，飼料摂取量 ，肝臓重量 ， 血漿

と肝臓の 脂質を Table 　5，6 に 示 した．　 Chol 非添加飼

料 の 場合，体重増加量 ， 飼料摂取量 ，血漿 Chol濃度 は
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Table 　6． Body 　weight 　galn，　fbod　intake　and ，　Iiver　and 　plasma 　lipids　i皿 rats 　fed　a　25％
casein 　diet　containing 　Cho量esterol 　and 　sodium 　cholate （Exp ．4）

Diets＊

B MA MB MC

Body 　weight 　gain （914　weeks ）

Food　intak。 （9／4　weeks ）

P豆asma

　T 【iglyceride（mgld1 ）

　CholesteroE（mg ！dl）

　HDL −Cholestero1（mg ／d1）
Liver

　Weight （gibody　weight 　100　g）

　　　　　　　（mg19 ＞
　Triglyceride
　　　　　　　（  11iver＞

　　　　　　　（mg19 ）
　 CholesteroI
　　　　　　　（mgtliver ）

191± 11548

± 17E

109± 7a145
± 10a46

±4a

5．9±0．1b
45．6 ±4．7b

785±78b

42．3± 1．5芭

737±40a

183±6530

±gab

89± 8zb74
± 4b32
± 4b

6．2±0，3b
85．8±6．0風

1909±1正7豊

38．1±2，8b

676±65ab

193± 6534

± 9tb

100± 17a79

± 6b37

± 4tb

6．4± 0．3a
74．3± 6．3巳

1404± 120旦

31．0±2．1c

585 ± 44b

182 ±6514
±8b

71 ±6b82

± isb40

±4a

6．3±0．lb
81．4 ±8．18

1404 ± 146邑

45．0 ± 1．go

813 ±49 ＆

＊　Sec　footnote　in　Table　5．　 Values （mean ± SE　for　5　ratS ＞with 　different　alphabetical 　superscripts 　within 　a 　line　 aro

significantly　different（pく0．05）．

各群間 に 差は なか っ た．肝臓重量 は 10MB 群 ， 血漿 T

G 濃度 は 10B 群，血 漿 HDL −Chol 濃度 は 且OMA 群

が それ ぞれ 他 の 群に 比 ぺ 有意な差 が観察され た．肝臓 の

TG 含量 と Chol 含量 は 10　B 群 に 比 べ 10MA 群 ，
10

MB 群 ，
10MC 群と も高い 結果で あ っ た ．　 Chol 添加飼

料 の 場合 ， 体重増加量 は各群間で 差 は な い が，飼料摂取

量 は 10MC 群 ， 肝臓重量 は 10MB 群，肝臓 TG 含量

は 10　B 群 ， 血漿 HDL −Chol 濃度 は 10MA 群 で それ

ぞれ他の 群 とで 有意な差が み られた．肝臓 Chol 含量は

10　B 群，10MC 群 に 対 し 10MA 群，10MB 群 とで 差

が 観察され た．

　4． 考　 　察

　パ タ
ー
摂取 とマ

ーガ リ ン 摂取 に よ る成長量の 違い は実

験 1で 観察され た が ， その 他 の 実験 で は 観察 され な か っ

た．し た が っ て ， 成長 に お よぼすバ タ
ー

とマ
ー

ガ リ ン の

影響 の 違 い は 少 な い と推察され る．

　血漿 TG 濃度 は ，
バ タ

ーと マ ーガ リ ン の 混合比率5 ；

5 の 5B ＋ 5MA 群が他 の 群 に 比べ 高 い 傾向 （実験 1 ， 2 ）

を 示 した が，そ の 他の 群間で は 差がな く，バ タ ー／マ ー

ガ リ ソ 比 （P／S 比）の 違 い と血漿 TG 濃度 とに
一

定 の 関

連性 は 示 さ な か っ た ．しか し，血 漿 TG 濃度 は リ ノ
ー

ル

酸含量 2．0％ の バ タ
ー
摂取 に 比 ペ リ ノ ール 酸含量 64．3

％ の v 一
ガ リ ン C 摂取 で 有意 に 低値を 示 した （実験 4）．

こ れらの 結果 ，
リ ノ ール 酸が極端に 多い 油脂摂取で 血漿

TG 濃度 は 低下す る こ とも考え られ る．滝 田 らは，脂肪

源 と し て用 V ・te油 脂中 P／S 比 の 減少 に よ り，ラ ッ ト の

血漿 TG 濃度が 上 昇す る こ とを報告 して い る
12》．

　血漿 Chel 濃度は ， 摂取脂肪の 違 い やバ タ
ー

と植物性

脂肪を原料 と し た マ ーガ リ ン とで 異な る応答を 示す こ と

は 良 く知 られ て い る 6｝7）S）13，．本実験 で の 結果 ， 飼料中 パ

タ ー／マ ーガ リ ソ 比 の 低下 や バ タ ー摂 取 に 比 ぺ 各 種 マ

ーガ リン 摂取に よ る血 漿 Chol 濃度の 上昇抑制は ，
　ChoI

を 添加 した 飼料 で の み 観察 され た ．バ タ
ー
摂取 と V 一

ガ

リ ン 摂取 とに よ る 血漿 Chol 濃度 の 応答 の 違い は，　 Chol

を含む飼料で の み 生ず る こ とを示唆した．

　バ タ
ー

中 に 多 い ミ リ ス チ ン 酸や パ ル ミチ ン 酸 な どの 飽

和脂肪酸は LDL レ セ プ タ ー
の 活性を低下 し ， 血漿 Cho1

濃度 は 上昇す る こ とが指摘 され て い る
14）15）．一方，リ ノ

ール 酸は Cho【の 吸収阻害や Chol の 代謝産物である 胆

汁酸の 排泄促進 に あわ せ ，
LDL レ セ プ タ

ー
の 活 性 上 昇

に よ り血漿 Chol 濃度 の 上 昇が 抑制され る こ と も知 られ

て い る
16）．

　本実験で の Chol を添加 した飼料 の 場合 ，
バ タ

ー
摂取

に よ る血 漿 Chol 濃度の 上 昇も，バ ター脂中の ミ リス チ

ン 酸や パ ル ミチ ソ 酸な どの 飽和脂肪酸，
V 一ガ リン 摂取

に よ る血 漿 Cho1 濃度抑制 は マ
ー

ガ リ ソ 中の リ ノ
ー

ル 酸

に 起因す る と推察 さ れ る．

　ま た，血漿 Chol 濃度 は リノ
ール 酸含量 の 異な る マ

ー

ガ リ ン 群間 で 差 が ない （実験 3 ，4 ）こ とか ら， 血漿 Cho 匸
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濃度 の 上昇を抑制する た め の 最適量があ る と推察 され る，

さらに 検討が必要 で あ る，

　血漿 HDL −Chol 濃度は 実験 1を 除 き群間 で 差が み ら

れ た が，バ タ
ー
／マ ー

ガ リ ソ 比 の 違 い や マ ーガ リ ソ 中 の

リ ノ
ー

ル 酸含量 の 違 い と血漿 HDL −Chol 濃度との 関連

性 は 明 らか で は なか っ た ．

　肝臓 TG 含量 は ，
　 Chol 添加 の 有無 に 係わ らず飼料中

の バ ター
／マ

ーガ リ ソ 比 の 低下 （実験 1，2 ），パ タ
ー

摂

取 に 比 べ 各種 マ ーガ リ ン 摂取 （実験 3，4）で 増加 し，

バ ター摂取に 比べ て マ ーガ リ ン 摂取 で 肝臓 に TG の 蓄積

を 生ず る こ とを 示唆した ，こ れ らの 結果，バ タ ーは 肝臓

へ の TG の 蓄積を抑制する特徴を有する食品 で あ るの に

対し．マ
ー

ガ リ ン は 肝臓 に TG の 蓄積を生ずる 特徴を 有

す る食品 で あ る と推察 され る．

　Chol を含 まない 飼料の 場合，肝臓 TG 含量 は マ
ー

ガ

リ ン A ，マ ーガ リン B ，マ ーガ リ ン C の 順 に 低下 した が，

Cho！を含む飼料の 場合で は 3者間 に 差 は な か っ た．し

た が っ て，マ ーガ リン 中の リ ノ ール 酸含量と肝臓 TG 含

量 との 関連性 は，飼料へ の Chol 添加 の 有無に よ っ て 異

な る と推察 され る．

　バ タ ー／マ ーガ リ ン 比 の 低下 や バ タ ー摂取 に 比 ペ マ ー

ガ リソ 摂取 で の 肝臓 Chol 含量 の 増加 は ，
　 Chol を 含ま

な い 飼料で観察され た が ， Chol を含む 飼料 で は 摂取

Chol の 影響 が 大 きい た め 認め られ なか っ た．

　肝臓脂質 の 蓄積 は ， 肝臓 で の 脂質の 合成促進や 分解の

抑制，移動 の ア ソ バ ラ ン ス な どが 考え られ る．本実験 で

の バ タ ー摂取に 比 べ マ ーガ リ ソ 摂取で 生 ず る 肝 臓 脂 質

（TG ，　 Chol ）の 蓄積も， 上 記 の 原因が 考 え られ る．生体

内で 脂肪酸は酸化分解 され ，
エ ネ ル ギ ーと して 利用 され

るが，そ の 速度 は高級脂肪酸 に 比べ 低級脂肪酸や中級脂

肪酸，リ ノ ール 酸 に 比 ベ オ レ イ ン 酸 で 速 い こ とが知 られ

て い る 17）’19，．本実験に 用 い た マ ーガ リン は バ タ ーに 比

ぺ 低級脂肪酸が少な い が，高級脂肪酸が多 い ，した が っ

て 推測 の 域 を 出ない が ，
バ タ

ー
摂取に 比 べ マ

ーガ リ ン 摂

取で起 こ る肝臓脂質の 蓄積は ， 脂肪酸 の 酸化分解 の 速度

の 差が原因 と推察さ れ る．今後 ， 詳細な検討が必要 で あ

る．

　なお ， ア ミ ノ 酸 イ ソ パ ラ ソ ス 飼料 で 生ずる 肝臓脂質の

蓄積は硬化油摂取で抑制 され る報告
zo）

もある．本実験 に

用 い たマ
ーガ リン も

一
部硬化油が使用 され て い るが，硬

化油が 肝臓脂質に影響を もた らして い る可能性は少な い

と推察され る ．

28

　5． 要　　約

　市販 の バ ターと マ
ー

ガ リ ソ の 栄養的特徴を明 らか に す

るた め ，
バ タ

ーと マ ーガ リ ン の 混合比率の 異な る 油脂や

リ ノ
ー

ル 酸の 含量 の 異 な る マ ーガ リ ン の 血漿 と肝臓 の 脂

質に お よぼす影響を，25 ％ カ ゼ イ γ 飼料 で ラ ッ ト を 飼

育 し検討 した．

　そ の 結果，Chol 非添加飼料 の 場合．バ タ
ー
／v 一

ガ リ

ン 比 の 低下やパ タ ー摂取に 比べ マ ーガ リ ン 摂取で 血漿 コ

レ ス テ ロ
ール 濃度 は 差が な い が ， 肝臓 の ト リ グ リセ リ ド

と コ レ ス テ ロ
ー

ル 含量 は 有意に 増加 した．一方， コ レ ス

テ P 一ル 添 加 飼料 の 場合．バ タ
ー
／マ ーガ リン 比 の 低 下

や バ タ
ー
摂取 に 比 べ マ ーガ リ ン 摂取 で 血 漿 コ レ ス テ ロ ー

ル 濃度 は低下 したが，肝臓 トリ グ リセ リ ド含量は増加し

た．

　以上 の 結果，パ タ ー
摂取 に 比 べ マ

ーガ リン 摂取 に よ る

血漿 コ レ ス テ ロ ール 濃度 の 上 昇抑制 は コ レ ス テ ロ
ール を

添加 し た 飼料 で の み 生ず る の に 対 し ， 肝臓脂質の 蓄積 は

飼料へ の コ レ ス テ ロ ール 添加 の 有無に 係わ らず生ず る現

象である こ とを 示唆した ．
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